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看護学科の設置から15年  
一人体構造学教育から観た医学部看護学科の役割一  





































1．医療技術者養成機関における人体関連教育に関する実状調査（厚生科研貴紳助）   
外埼 昭 小林邦彦 塩田俊朗 高木 宏 渡辺 婚   
解剖学雑随 丁2（5）：475－480（1的丁）   
2．「特集：コ・メディカルの解剖学教育について」   
電磁紳・看は士養成機関における解剖学級腎の現状と問題点   
渡辺 略 解剖学織陸 73（3）：28ト286（19g8）   
3．「特別寄稿」看護学における解剖学教育・研究の現状と将来属鼠   
避辺 暗 蕉王召典子 武日利明 今本書久子   
Ou81ity Hur8ing6（8）：53一朗（2000）   
4．医療技術職集成機闇における解剖学カリキュラム明宏と改善方向の提案   
外呵 昭 加藤 征 小林邦彦 時間孝夫 濾辺 婚   
日本財団補助報告t（200t）   
5．コ・メディカルのための人体解剖のあり方と  
健康科学的情報の利用に関する偶査研究（科学研究費補助金報告書）   
1）宥技師の臨射＝おける解剖学知随の必要性  
藤井徹也 渡辺 姶 島田邁生 小林邦彦   
2）情報収九利用に関する檎肘：解飢実習遺体を用いた柑オ研究の試み 膿辺 鰭  
看護学における人体構造学教育  
「人体の構造と機能」  
「疾病の牒り立ちと回復の促進」 書十15風位  
（平成8年8月 指定規則の一部改正）  
2001（平成1a〉 年の調査結果  
1．℡護師養成校の散   
宥鵠系大学 82校  













スライド1  スライド2  
別刷請求先：渡辺 暗（山形大学医学部看護学科基礎看護学講座）〒990－2451山形市吉原三丁目6－6  
－11－   




れていない   


































置形態に合わせたさまざまな教科書が多数刊行   
辺   
され、看護学における人体構造学関連の教科書  
























た。   
卒業研究生にとって、研究期間が限られてい  
教材・教科書・翻訳本の出版  
1．解剖臭習講習会のテキスト・図譜 く柑95－2008）  
2．仙「8ing Sci8nG8図解人体檎遣学  
川原礼千 渡辺 鰭（共著〉 場旗の科学社（柑97）  
3．からだの構造と機能 Bi0logi0．Å∩凸tOm18．Phy＝logl8  
監駅：三木明隠 井上貴央（分担翻訳） 百村雷店（19g8）  
4．健廠と病気のしくみがわかる解剖生理学  
Ro8Si村‖的n An8tO叩8nd Phy丘iology  
監駅：島田遽生 小錦邦彦 渡辺 袷 西村書店（2000〉  
5 解剖学一人体の檎造と機能－（単著） 医学芸術杜（之003）  
6．ケリー昭l解剖学 S8Gtion81ÅnatomyforlmaglngP川f068ion8l8  
監駅・塩田爛二 河村 済（分地帽択〉 丸曹（2004）  
7．「創傷管理の必須知m」  
如ut88nd伽roniGWound8：伽r「帥t舶【自g蘭Ont¢onG叩t8  
監駅中 エルゼビア・ジャパン（2008）  
スライド3  
－12一   
看護学科の設置から15年  


























平成8年度   
1皮膚の創傷とその治癒過程におけるマクロファージの構造（石田陽子，望月夕起子）   
2 皮膚組織の顕微鏡的観察（望月夕起子，石田陽子）   
3 マウスの卵巣における卵胞成熟に及ぼす性腺刺激ホルモンの影響（大島千住，鈴木聡子）   
4 マウス卵巣における卵胞の成熟と閉鎖：形態学的観察（鈴木聡子，大島千佳）  
平成9年度   
5 解剖実習用遺体にみられた裾瘡に関する研究（三浦奈都子，大堀直美）   
6 解剖実習用遺体における裾瘡部皮膚組織の顕微鏡的観察（大堀直美，三浦奈都子）   
7 マウスの発情周期に伴う卵巣，卵管および子宮の形態的変化（北原絵理，野崎とみ代）   
8 性周期に伴う腫垢の形態学的変化とその機能的意義（野崎とみ代，北原絵理）  
平成10年度   
9 注射部位として知られる身体各部の皮膚組織：顕微鏡的観察（木下裕美）  
10 皮膚弛緩を伴う上眼瞼皮膚組織の構造変化：顕微鏡的観察（中村祥子）  
11裾瘡好発部位とされる身体各部の皮膚組織：顕微鏡的比較観察（島村久美子）  
12 発情周期に伴うマウス卵管膨大部の形態的変化（芳賀光里）  
平成11年鹿  
13 注射部位となる皮膚組織の構造一神経および血管分布に注目して－（青山絢子）  
14 好中球を枯渇させたマウスの皮膚創傷治癒過程に関する形態学的研究（藤島真美子，石川美帆）  
15 好中球枯渇物質（RB6・8C5）によるマウス末梢血液中の好中球数の変動（石川美帆，藤島真美子）  
16 ビタミンB12欠乏によるラット精巣の形態学的変化（山川めぐみ）  
平成12年度   
17 成熟マウス卵巣における卵胞の閉鎖機構一卵細胞の退縮機構に注目して－（加藤千佳子）   
18 仙骨部皮膚組織の基本構築（菅野恵美）  
19 マウス皮膚の創傷治癒過程における肉芽の形成と消失（野坂佳子）   
20 裾瘡好発部位における皮膚組織の比較形態学（真船聡子）  
平成13年度   
21マウス卵巣における卵胞閉鎖機構一卵細胞の退縮機序に注目して－（加茂敦子）   
22 仙骨部の正常および裾瘡皮膚組織における肥満細胞の分布密度（熊谷香織）  
－13－   
渡  辺  
23 抗がん剤の漏出による皮膚組織損傷一形態学的研究－（嶋宮亜貴世）   
24 マウスの皮膚創傷治癒過程におよぼす被覆剤の影響一形態学的研究－（進藤陽）  
平成14年度   
25 裾瘡皮膚組織における血管の分布密度の変化について（小野綾）   
26 マウスの発情周期に伴う卵巣の形態学的変化（佐々木薫）   
27 抗がん剤の血管外漏出が及ぼす組織損傷（田口智子）   
28 注射部位となる皮膚組織の構造と神経の分布密度（長岡久美子）   
29 マウスの発情周期に伴う子宮内膜の形態学的変化（高橋祝子）   
表1－（2）卒業研究生の研究課題（平15～平19）  
平成15年度   
30 抗がん剤の皮下注射による組織破壊に関する形態学的研究（斉藤知湖）   
31注射・採血部位における皮膚組織の構造と神経線椎束の分布密度（島次麻美）   
32 創傷治癒過程における創幅の縮小に関する形態学的研究（瀬川真澄）   
33 未成熟および成熟マウス卵巣にみられる卵胞の形態学的変化（早坂奈美）   
34 仙骨部皮膚組織を養う動脈の走行と分布（松田友美）  
平成16年鹿   
35 抗がん剤の血管外漏出による皮膚組織損傷の実験形態学一細胞間物質の形態変化に注目して－（加賀谷  
真弓，川村奈都子）   
36 抗がん剤の血管外漏出による皮膚組織損傷の実験形態学一細胞成分の動態に注目して－（川村奈都子，  
加賀谷真弓）   
37 糖尿病マウスにおける皮膚創傷治癒過程に関する形態学的研究（小島沙知子）   
38 筋肉注射部位としての中殿筋における神経および血管分布（佐伯街子）   
39 裾瘡好発部位における皮膚組織の形態学的特徴（武田美音）   
40 マウス卵巣における黄体の退緒に関する形態学的特徴（森谷麻衣子）   
41裾瘡による組織損傷と細菌感卓割こ関する形態学的特徴（和田沙智子）  
平成17年度   
42 抗がん剤の血管外漏出による組織破壊の経時的変化一連続切片法による組織学的観察－（赤塚留奈）   
43 肘寓における静脈注射・採血の際に選択する静脈の部位と神経の分布（藤田裕子）   
44 仙骨部軟部組織の圧迫・ズレによる形態学的変化（渡辺麻佳）  
平成18年度   
45 肘屈側部における安全な静脈穿刺部位についての検討一静脈と神経の走行に注目して－（小林裕人）   
46 抗がん剤の血管外漏出による皮膚組織損傷の形態学的変化一細胞成分の動態に着目して－（奈良岡彩子）   
47 マウスの発情周期に伴う黄体の成熟と退縮に関する形態学的研究（福岡英恵）   
48 仙骨部軟部組織の圧迫・ねじりによる形態学的変化（本間恵）   
49 マウス皮膚に作製した円形創の治癒過程に関する形態学的研究一肉芽組織の形成に注目して－（松田友  
里）  
平成19年鹿   
50 裾瘡のポケット形成と細菌感染に関する形態学的検討（粟野友恵）   
51抗がん剤による皮膚組織の損傷と治癒過程（小林美佳）   
52 裾瘡皮膚組織にみられる神経，動・静脈，リンパ管の形態学的変化（金野友里子）   
53 細菌感染創にみられるバイオフィルムの形態学（丹麻美）   
54 解剖実習遺体にみられる裾瘡に関する調査研究（千葉朱里）   
55 人工創傷における受傷直後の形態学（舟生小百合）  
－14－   




































2）人工創傷の治癒過程に関する実験形態学   
マウスの背側皮膚に人工創を作製後、その組  
織損傷と治癒過程を顕微鏡的に観察し、好中  
表2 大学院修士課程の研究課題  
1解剖実習遺体にみられる裾療   
1）裾瘡保有率に関する調査研究（望凡 宮本，菅野，小野，松田，武田）  
2）仙骨部における組織構築と血管分布（望月，菅野，松軋 武田）  
3）裾瘡による組織損傷とその拡大の方向性（宮本，菅軌 小野，武田）  
4）裾瘡の組織損傷・治癒過程と肥満細胞の動態（熊谷）  









4 安全な注射部位に関する解剖学的検討  
1）静脈注射部位・採血部位における神経分布の比較（島次）  
2）三角筋・中殿筋における安全な注射部位の検討（佐伯）  
5 抗がん割による組織損傷の実験形態学  
塩酸エビルビシンの皮下注による組織損傷の経時的変化（秋場，赤塚）  
6 前腕筋の運動に関する神経調節機構   
1）筋電図平均加算法を用いた手の筋支配の正中神経から横側手根伸筋への促痛の解析（鈴木）  
2）機械的刺激を用いた筋電図平均加算法によるヒト母子球筋から横側手根屈筋への促痛の解析（小川）  
ー15－   
渡  辺   
表3 公表された修士論文  
1999年   
1．石田陽子，渡辺 暗：マウス皮膚の創傷治癒過程における形態学的変化一細胞成分の定量化を中心に－．  
山形医学1999；17（2）：161・176   
2．大島千佳，渡辺 暗：マウス成熟卵胞におけるアポトーシスの発現一準超薄完全連続切片法による観察－．  
山形医学1999；17（2）：149－159  
2000年   
3．三浦奈都子，渡辺 暗：マウス皮膚の創傷治癒における創の収縮機構一筋線維芽細胞を中心に－．日本  
裾瘡学会誌 2000；2（1）：23－31  
2001年   
4．三浦奈都子，望月夕起子，石田陽子，島村久美子，渡辺 暗：解剖実習用遺体にみられた裾瘡一統計的お  
よび組織学的検討－．日本裾瘡学会誌 2001；3（3）：287・294   
5．望月夕起子，渡辺 暗：解剖実習用遺体にみられた仙骨部裾瘡の組織学的研究．日本裾瘡学会誌 2001；  
3（3）：295・304   
6．島村久美子，渡辺 暗：解剖実習用遺体を用いた仙骨部裾瘡の組織学的研究一組織損傷の程度と進行の  
方向性に注目して－．日本裾瘡学会誌 2001；3（3）：305・314   
7．芳賀光里，渡辺 暗：発情周期に伴うマウス卵管膨大郡上皮細胞の形態学的変化．山形医学 2001；19（2）：  
141－156  
2002年   
8．菅野恵美，宮本久美子，渡辺 暗：解剖実習遺体にみられた裾瘡に関する研究．北日本看護学会誌  
2002；5（1）：9・15  
2003年   
9．菅野恵美，渡辺暗：解剖実習遺体を用いた仙骨部の形態学的研究．日本裾瘡学会誌 2003；5（3）：  
515・524  
10．石川美帆，藤島真美子，渡辺 暗：好中球を枯渇させたマウス皮膚の創傷治癒過乱 日本祷瘡学会誌  
2003；5（3）：525・533  
11．藤島真美子，石川美帆，渡辺 暗：好中球を枯渇させたマウスの皮膚創傷治癒過程に関する形態学的研究．  
日本裾瘡学会誌 2003；5（3）：534・542  
2004年  
12．AtsukoKamo，YoshihikoAraki，KunihikoMaeda，HiroshiWatanabe：Characteristic＄Ofinvasive  
Cellsfoundinbetweenzonapellucidaandoocyteduringfbllicularatresiainmice．Zygote 2004；  
12：269・276  
2005年  
13．鈴木克彦，仲野春樹，佐藤寿晃，藤井浩美，小川恵一，渡辺 暗，内藤 輝：筋電図平均加算法を用いた  
手の筋支配の正中神経から横側手根伸筋への促痛の解析．山形医学 2005；23：59－68  




15．松田友美，渡辺 暗：仙骨部軟部組織を養う動脈に関する形態的研究一軟部組織の萎縮・罪薄化の有無  
による動脈走行の比較－．日本裾瘡学会誌 2008；10（1）：28－34  
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護師養成校における人体解剖の見学実習を含む   
辺   
人体構造学の講義を担当する時代のくることを  
期待したい。  
5）医学部解剖学担当講座の支援   
看護学科の設置から15年、解剖学担当講座  
の教職員各位には全面的なご支援をいただい  
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